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─小特集　最新の分散技術─

1．はじめに

「分散装置」と言うと何を思い浮かべるだろう。実は業界に

より標準的な装置は変わってくる。色材関係はビーズミルが標

準的ではないだろうか。

「湿式メディアレス分散装置」＝ジェットミルと考えられる方

が多い。ではジェットミルとはどのような原理の物を言うのか，

それ以外はどのような原理なのか，などを理解いただき，分散

装置とその装置で処理することに適した原料などが選択できる

ように理解いただければと思う。

いろいろな装置を検討することによって，今までできないと

思っていたことができ，今まで諦めていた性能を手に入れられ

ることを期待している。

2．メディアレス分散装置の概要

2.1 メディア式分散装置との違い

メディア式とメディアレス式の分散の違いはわかりやすく言

うと，分散媒体（メディア）の違いとなる。

メディア式はぶつける，叩く等の衝突エネルギー（固体メデ

ィア……この場合ジェットミルの粒子どうしの衝突や壁等の部

分も固体メディアとする）を原理とし，乾式，湿式ともに存在

することが多い。一方メディアレス式は，せん断エネルギー

（液相などにより発生する高速せん断）などを原理とし，湿式

のみの存在となる。

つまり一番の違いは，原理によるエネルギーの質である。こ

のエネルギーの違いは弊社ナノヴェイタ™の原理などで詳しく

説明していくが，この処理原理の違いが分散に対し一番のポイ

ントとなるため，装置選定には十分に注意いただきたい。

2.2 方式による得意な処理

装置を選択する場合に悩むのは，どのような装置が適してい

るかという判断だろう。表-1は弊社ナノヴェイタ™から見た各

種分散装置の得手不得手を，私見からまとめたものである。弊

社も受託処理をする場合には表のような概念で前処理や後処理

を検討するため，一つの指標と考えていただけたらと思う。

ナノヴェイタ™は，一般的に区分けすると高圧ホモゲナイザー

の分類になる。

同じような装置と思っていても，実際は表ほど単純ではない

ため，各装置メーカーとよく相談し選択していく必要がある。

たとえばキーワードとした「ダメージレス分散，コンタミレ

ス，均一分散」は表-1のどれであれば良い結果となるのだろう

か。たとえばコンタミに関してはメディアレス分散装置であれ

ば良いのだろうか。単純にコンタミ量という見方をすればメデ

ィア分散＞メディアレス分散となると思われる，これはメディ

ア分のコンタミが加算されるために言われる一般論だ。しかし

実際の答えは否である。コンタミ量はどのような材料を処理す

るかで変わってくるし，メディア自体が材料と同じ材質であれ

ば，メディアコンタミは関係なく，したがって単純には判断で

きない。

3．ナノヴェイタ™の原理

3.1 システム構成

簡単な装置構成フローを図-1に示す。混合撹拌（予備分散）

された原料は，圧送ポンプ（自給の場合もあり）により高圧ポ

ンプに送り込まれる。ここで得た高圧を高速流として使用し，

各社独自のノズルにより，せん断エネルギーなどに変換して処

理を行う。
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要　　　　旨

一般に，メディアレス分散装置と言ってもいろいろ存在し，互いの技術を主張している。一方，市場ではコンタミ，粒子性能，均一

化等の技術対応が望まれている。

実際に分散に対し，メディアレス分散装置（高圧分散装置）の原理とそのコントロール方法等について，弊社ナノヴェイタ™を事

例に説明する。
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